
別表第１２  
 

無   線   の   使   用   区   分  

 
 

使   用   区   分  

消防系・救急系無線  署  系  無  線  

 
普  

 
通  

 
通  

 
信  

 
１ 出向時及び帰署時の報告  

 
２ 有線通信途絶時又は故障

時における局署間の連絡  

 
３ その他消防局長が必要と

認める連絡  

 

 
１ 調査、事務連絡等  

 
２ 有線通信途絶時又は故障

時における署所間の連絡  

 
３ その他消防局（署）長が必

要と認める連絡   

 
 
災  

 
害  

 
通  

 
信  

 
別表第８各種災害通信事項  

 
に基づく災害通信（ただし、情  

 
報指定局を設置したときは、情  

 
報指定局が統括して行うもの  

 
とする。）  

 
 災害現場における指揮命令、  

 
情報伝達及び活動報告等  

 



消　　防　　無　　線 指令電話（一斉・郡）

１　川崎消防から各局「○○時○○分」 　通信統制の発令について

　現在、　○○署管内

　　○○系○ＣＨ（第一次） 　　　　　市内各所　　　で○○発生のため、本日○○時○○分　

　　○○系○ＣＨ（第二次） 　　　　　○○系○ＣＨ（第一次）

　　非常時　　　（第三次）　　通信統制を発令する。 　　　　　○○系○ＣＨ（第二次）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　川崎消防 　　　　　非常時　　　（第三次）　　通信統制を発令する。
　　　　　　　　　　　　　　　　○○時○○分　扱い○○以上

チ 　応答しない

ャ 　（１）　只今、○○通信統制発令中、よってチャンネル指定を行う。

ン 　　　　　○○署管内○○出場中の各隊は、○○系○ＣＨに変波せよ

ネ 変 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　川崎消防
ル 波

各

署 　（２）　現在、市内各所で○○発生のため、以後の○○の被害現場報 　指令課から連絡します。 　△△１から△△５０、「情報

50 　　　　等は各署５０に送信せよ。 　現在、市内各署で○○が発生しているため、今後の○○被害現 指定局は△△１とする」

へ 　　　　なお、各署５０にあっては、統括して 場報等は各署５０へ送信するよう指示したので、各署５０にあっ 　　　　　　　　　　扱い○○

の 現 　　　　　　消防電話（内線○○○） ては、情報を統括して 　△△５０了解

場 　　　　　　消防無線　　　　　　　　により指令センターへ報告され 　　消防電話（内線○○○）

報 　　　　　　ファクシミリ　　　　　　たい。 　　消防無線　　　　　　　　により指令センターへ報告された

送 　　　　　　無線専用電話　　　　　　　　　　　　以上　川崎消防 　　ファクシミリ　　　　　　い。
信 　　無線専用電話　　　　　　　　○○時○○分　扱い○○以上

交 １　川崎消防から 　「△△１了解」

信 　　△△１ 　各署５０と出場隊との交信にあ

の 　　○○署管内の○○出場中の各隊　　至急報を除き っては、各署５０の指示に従う。

一 　　川崎消防

時 　　△△５０　　との交信は別命あるまでしばらく待て

禁 ２　川崎消防から

止 及 　　△△１

び 　　○○署管内の○○出場中の各隊　　

解 　　川崎消防
除 　　△△５０　　との交信どうぞ

通 　　川崎消防から各局，○○時○○分をもって 　通信統制の解除について 　チャンネル変波した場合は、

信 通常チャンネルに切替

統 　　　○○系○ＣＨ（第一次） 　　○○系○ＣＨ（第一次）

制 　　　○○系○ＣＨ（第二次） 　　○○系○ＣＨ（第二次）

の 解 　　　非常時　　　（第三次）　　通信統制を解除する。 　　非常時　　　（第三次）　の通信統制は、本日○○時○○分

除 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　川崎消防 　　　　　　　　　　　　　をもって解除する。
　　　　　　　　　　　　　　　　○○時○○分　扱い○○以上

　備考　署系活動波１０ｃｈから１２ｃｈの使用に際し、無線ふくそうの恐れがある場合は、指令センターから別途指示する。

別表第１３

令

通信の種別

通

信

統

制

通　信　統　制　時　の　交　信　要　領　等

の

発

各　署　の　対　応
指　　令　　課　　の　　対　　応



別表第１５ 

 通 信 省 略 語 
省略語使用は、「川崎市消防通信規程第４４条」別表第６、無線局 

の通信方法により、通信文を次のように省略して送信することができ

る。 

状   況   例 省     略     語 
出場途上において炎上が 
確認された場合 

途   上   赤 
ト  ジョウ  アカ 

出場途上において煙が 
確認された場合 

 途   上   黒 
 ト  ジョウ  クロ 

出場途上において煙が 
確認できない場合 

 途   上   白 
 ト  ジョウ  シロ 

○○救助隊が現場に到着 
したとき 

 ○ ○ 救  助  １  現  着 
 ○ ○ キュウジョ イチ ゲンチャク 

情報指定局を北側路上に 
設置した場合 

 情   報  北  路  上 
 ジョウ ホウ キタ ロ ジョウ 

現場指揮本部を東側路上 
に設置した場合 

 ○本     東   路  上 
 マルホン ヒガシ  ロ  ジョウ 

応援要請 
（第２出場の場合） 

 応  援  要  請  第  ２ 
 オウ エン ヨウ セイ ダイ ニ 

特殊車両 
（電源車の場合）の 
応援要請をする場合 

 電  源  応  援  要  請 
 デン ゲン オウ エン ヨウ セイ 
 

耐火造２階 延３００㎡ 
の場合 

 耐  火  ２／０   延３００ 
 タイ カ ゼロブンノニ ノベサンビャク 

地下１階 地上３階の 
場合 

   ３／１ 
 イチブンノサン 

類焼棟が１棟の場合  類  焼   １ 
 ルイ ショウ イチ 

出火責任者を伝える場合  ○責   
 マルセキ 

電話で通話する場合  ○電   
 マルデン 



航空法第５８条及び第

５９条に定める飛行記

録に記載する。

　航　　空　　機　　局

　基　　地　　局

　固　　定　　局

　航　　空　　局

　陸　上　移　動　局

　船　　舶　　局 第２号様式

作成省略

別表第１６

無　線　業　務　日　誌　様　式

無　　線　　局　　種　　別 様　　　　　　式

　携　帯　基　地　局　

　携　　帯　　局

第２号様式

作成省略



別表第１７

呼出者 応答者 無線機 試験 実施日時

南部系 指令センター 各署所 ①

中部系 航空隊

北部系

南部系 各署 各署所 ②

中部系

北部系

南部系 指令センター 各署所 ③

中部系

北部系

主運用波６ 指令センター 各署所 ④ 毎月３日
①③試験後に開始

統制波１ 航空隊
毎月４日
①③試験後に開始

１ｃｈ（臨港署） 各署 各署所 ⑤

２ｃｈ（川崎署）

３ｃｈ（幸署）

４ｃｈ（中原署）

５ｃｈ（高津署）

６ｃｈ（宮前署）

７ｃｈ（多摩署）

８ｃｈ（麻生署）

１ｃｈ（臨港署） 各署 各署所 ⑥

２ｃｈ（川崎署）

３ｃｈ（幸署）

４ｃｈ（中原署）

５ｃｈ（高津署）

６ｃｈ（宮前署）

７ｃｈ（多摩署）

８ｃｈ（麻生署）

備考

指令台
├遠隔制御装置
├半固定型
├可搬型
└車載型

署
系

半固定型
└携帯型

毎日
８時４５分に開始

救
急
系

毎月２日
⑤試験後に開始

通　話　試　験

区分

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

活
動
波

消
防
系

半固定型
└車載型

毎日
８時４０分に開始

半固定型
└携帯型

毎月１日
①③試験後
かつ
指令センター指示後
に開始

１　通話試験は区分毎に各局呼出し、又は一括呼出方法によること。
２　航空系、ヘリテレ電送系等は、必要な都度、指令センターの指示により実施する。
３　通話試験時間に災害発生等で試験を実施できない場合は、その都度指令センターの指示により実施する。

指令台
└車載型

毎日
８時４０分に開始

共
通
波

指令台
├半固定型
├可搬型
└車載型

署
系
ア
ナ
ロ
グ
無
線



別表第１８

警防指令 ○ 警 防 指 令

警防連絡 ○ 警 防 連 絡 車

本部指揮 ○ 本 部 指 揮

臨港１ ○ 臨 港 １

臨港２ ○ 臨 港 ２

臨港救助 ○ 臨 港 救 助

臨港はしご ○ 臨 港 梯 子

臨港指揮 ○ 臨 港 指 揮

臨港査察 ○ 臨 港 査 察

臨港積載 ○ 臨 港 積 載

臨港水難救助 ○ 臨 港 水 難

臨港大型化学高所 ○ 臨 港 大 化 高

臨港特災 ○ 臨 港 特 災

臨港工作 ○ 臨 港 工 作

臨港救急 ○ 臨 港 救 急

臨港非常用救急 ○ 臨 港 非 常 救

浮島 ○ 浮 島

浮島化学 ○ 浮 島 化 学

臨港支援 ○ 臨 港 支 援

臨港非常用消防 ○ 臨 港 非 常

千鳥町化学 ○ 千 鳥 町 化 学

千鳥町高所 ○ 千 鳥 町 高 所

消防艇かわさき 消防艇かわさき

消防艇うみかぜ 消防艇うみかぜ

殿町１ ○ 殿 町 １

殿町２ ○ 殿 町 ２

殿町化学 ○ 殿 町 化 学

殿町救急 ○ 殿 町 救 急

藤崎 ○ 藤 崎

川崎非常用救助 ○ 非 常 救 助

藤崎救急 ○ 藤 崎 救 急

川崎１ ○ 川 崎 １

川崎２ ○ 川 崎 ２

川崎救助 ○ 川 崎 救 助

川崎はしご ○ 川 崎 梯 子

川崎指揮 ○ 川 崎 指 揮

川崎積載 ○ 川 崎 積 載

川崎高発泡 ○ 川 崎 高 発 泡

川崎非常用消防 ○ 川 崎 非 常

川崎救急 ○ 川 崎 救 急

川崎非常用救急 ○ 川 崎 非 常 救

小田 ○ 小 田

小田化学 ○ 小 田 化 学

小田救急 ○ 小 田 救 急

大島化学 ○ 大 島 化 学

大島救急 ○ 大 島 救 急

管　　制　　車　　両　　一　　覧　　表

臨港消防署

車載指令情報表示装置の有無 地図車両表示名称消防隊等略称配置署所

千鳥町出張所

臨港消防署

浮島出張所

殿町出張所

藤崎出張所

小田出張所

警防課

大島出張所

川崎消防署

消防局

川崎消防署



幸１ ○ 幸 １

幸２ ○ 幸 ２

幸救助 ○ 幸 救 助

幸はしご ○ 幸 梯 子

幸指揮 ○ 幸 指 揮

幸積載 ○ 幸 積 載

幸水難救助 ○ 幸 水 難

幸電源 ○ 幸 電 源

幸非常用消防 ○ 幸 非 常

幸救急 ○ 幸 救 急

幸非常用救急 ○ 幸 非 常 救

南河原 ○ 南 河 原

南河原救急 ○ 南 河 原 救 急

平間 ○ 平 間

平間化学 ○ 平 間 化 学

平間救急 ○ 平 間 救 急

加瀬 ○ 加 瀬

加瀬救急 ○ 加 瀬 救 急

中原１ ○ 中 原 １

中原２ ○ 中 原 ２

中原救助 ○ 中 原 救 助

中原はしご ○ 中 原 梯 子

中原指揮 ○ 中 原 指 揮

中原積載 ○ 中 原 積 載

中原大型 ○ 中 原 大 型

中原延長 中 原 延 長

中原運搬 中 原 運 搬

中原震災工作 ○ 震 災 工 作

中原救急 ○ 中 原 救 急

中原非常用救急 ○ 中 原 非 常 救

苅宿 ○ 苅 宿

中原非常用消防 ○ 中 原 非 常

井田 ○ 井 田

井田救急 ○ 井 田 救 急

小田中 ○ 小 田 中

小田中救急 ○ 小 田 中 救 急

高津１ ○ 高 津 １

高津２ ○ 高 津 ２

高津救助 ○ 高 津 救 助

高津はしご ○ 高 津 梯 子

高津指揮 ○ 高 津 指 揮

高津積載 ○ 高 津 積 載

高津水難救助 ○ 高 津 水 難

高津救急 ○ 高 津 救 急

高津非常用救急 ○ 高 津 非 常 救

子母口 ○ 子 母 口

子母口化学 ○ 子 母 口 化 学

新作 ○ 新 作

新作救急 ○ 新 作 救 急

梶ヶ谷 ○ 梶 ヶ 谷

高津非常用消防 ○ 高 津 非 常

久地 ○ 久 地

久地救急 ○ 久 地 救 急

井田出張所

苅宿出張所

中原消防署

中原消防署

小田中出張所

幸消防署

幸消防署

加瀬出張所

平間出張所

南河原出張所

久地出張所

高津消防署

高津消防署

子母口出張所

新作出張所

梶ヶ谷出張所



宮前１ ○ 宮 前 １

宮前２ ○ 宮 前 ２

宮前救助 ○ 宮 前 救 助

宮前はしご ○ 宮 前 梯 子

宮前指揮１ ○ 宮 前 指 揮 １

宮前指揮２ 宮 前 指 揮 ２

宮前積載 ○ 宮 前 積 載

宮前特災 ○ 宮 前 特 災

宮前救急 ○ 宮 前 救 急

宮前非常用救急 ○ 宮 前 非 常 救

野川 ○ 野 川

野川救急 ○ 野 川 救 急

宮崎 ○ 宮 崎

宮崎救急 ○ 宮 崎 救 急

向丘 ○ 向 丘

向丘救急 ○ 向 丘 救 急

犬蔵１ ○ 犬 蔵 １

犬蔵２ ○ 犬 蔵 ２

宮前除染 ○ 宮 前 除 染

宮前非常用消防 ○ 宮 前 非 常

菅生 ○ 菅 生

菅生救急 ○ 菅 生 救 急

多摩１ ○ 多 摩 １

多摩２ ○ 多 摩 ２

多摩救助 ○ 多 摩 救 助

多摩はしご ○ 多 摩 梯 子

多摩指揮 ○ 多 摩 指 揮

多摩積載 ○ 多 摩 積 載

多摩運搬 多 摩 運 搬

多摩救急 ○ 多 摩 救 急

多摩非常用救急 ○ 多 摩 非 常 救

宿河原 ○ 宿 河 原

宿河原救急 ○ 宿 河 原 救 急

多摩非常用消防 ○ 多 摩 非 常

菅 ○ 菅

菅救急 ○ 菅 救 急

栗谷 ○ 栗 谷

栗谷救急 ○ 栗 谷 救 急

麻生１ ○ 麻 生 １

麻生２ ○ 麻 生 ２

麻生救助 ○ 麻 生 救 助

麻生はしご ○ 麻 生 梯 子

麻生指揮 ○ 麻 生 指 揮

麻生積載 ○ 麻 生 積 載

麻生救急 ○ 麻 生 救 急

麻生非常用救急 ○ 麻 生 非 常 救

王禅寺 ○ 王 禅 寺

王禅寺救急 ○ 王 禅 寺 救 急

百合丘 ○ 百 合 丘

麻生非常用消防 ○ 麻 生 非 常

柿生 ○ 柿 生

柿生救急 ○ 柿 生 救 急

栗木 ○ 栗 木

栗木救急 ○ 栗 木 救 急

川崎非常用タンク ○ 非 常 タ ン ク

そよかぜ１ そ よ か ぜ １

そよかぜ２ そ よ か ぜ ２

川消航空隊連絡車 川 消 航 空

備考　　１　非常用車両の消防隊等略称名は、人員補充により増強し、運用する場合の部隊名となる。

　　　　　３　車載指令端末装置を装備していない車両も、可搬式車載指令端末装置（３台）を運用する場合は、

　　　　　　この名称で表示される。

　　　　　２　地図車両表示記号は、指令センター、地図系署所指令端末及び車載指令端末装置等の地図上に表

　　　　　　示する車両の識別名称である。

多摩消防署

宮前消防署 野川出張所

宮前消防署

宮崎出張所

菅出張所

栗谷出張所

航空隊

柿生出張所

麻生消防署

栗木出張所

麻生消防署

百合丘出張所

王禅寺出張所

犬蔵出張所

宿河原出張所

菅生出張所

多摩消防署

向丘出張所



 

 

                                  別表第１９ 

 

管制車両の運用状況登録に関する用語の意義及び登録条件 

 

 登録用語 

 

   用  語  の  意  義 

 

     登  録  条  件  等 

 

 

 

 

 

 代車登録 

 

 通常運用している車両が車検、

整備等で運用できない場合に、非

常用車両で一時的に運用する。 

 

・ 代車に使用する非常用車両と代車 

 運用される元の車両は、同じ車種で 

 あること。 

 （消防車両のうちポンプ車、タンク 

 車及び化学ポンプ車「大島化学等化 

 学車及びポンプ車として使用する車 

 両」は同一車種として選別されるが、 

 救急車、工作車、はしご車等は同じ 

 車種でなければ自動選別による部隊 

 運用はできない。） 

 

 

 

 

 

 乗換登録 

 

  複数の車両を車両台数より少な

い消防隊数で運用する。 

  乗換登録した車両のうち運用中

の車両が登録した消防隊数になっ

た場合は、他の車両は出場不能と

なる。 

（はしご車とポンプ積載車を乗換

運用している場合にポンプ積載車

を業務等で運用すると、はしご車

は出場不能となる。） 

 

・ 乗換登録車両は，車種は問わない 

 が、１の乗換登録車両は最大５台以 

 下であること。 

・ ２台車両を１対とし、１消防隊で 

 運用する（臨港大型・臨港延長）こ 

 とも可能である。 

・ ５台の車両を１～４消防隊で運用 

 することも可能である。 

 

 

 特別編成 

 登  録 

 

  乗換登録車両を一時的に解除し 

消防隊等として運用可能とする。 

 

・ 乗換登録車両であること。 

 （非常用車両に消防隊を配置し、運 

 用する場合は、非常用車両を消防隊 

 等として運用可能とする「隊無解除」 

 の場合とは異なる。） 

 

 

 

 

 移動待機 

 登  録 

 

  消防部隊等が所属署所以外の署 

所及び航空隊に待機状態とする。 

 

 

・ 移動待機先は、所属署所以外の署 

 所及び航空隊のいずれかであること。 

 （総合訓練場、災害現場及び病院等 

 の指令設備のない場所への移動待機 

 登録はできない。） 
 （航空隊へ移動待機登録する場合は、

車載指令端末装置ではできないため、

指令センターへ一報すること。） 
（移動待機中は待機先の署所に、指令

電話による音声指令と出場指令書が

送信され、出場車両表示盤に車両名が

表示される。） 



別表第２０

情  報  項  目 情  報  種  別

ポリゴン情報（図形） 届出等に基づき、署所の消防情報管理システムから随時情報を入力しておくこと。
住宅地図に工事実施時間のみマークが表示される。

災害指令時に災害点から、半径１ｋｍ以内の直近の情報を指令時に車載指令端末装置で受信表示する。

テキスト情報（文字）

届出情報（道路工事）

届出情報（煙火等） 揚煙マーク情報（図形）

消火栓等の水利情報 水利マーク（図形）

断水マーク情報（図形）

各署救急隊は、署指令端末から１日２回の定時（９時及び１７時）及びその後の電話連絡による診療科目、
ベッド状況等の情報は随時入力しておくこと。（入力は、各署、指令課及び車載指令端末装置から可能）
指令課は、病院からの電話で、知り得た最新の診療状況等を指令台から随時入力し、情報を更新すること。

住宅地図に消火栓の位置、地下単口・双口の別及び配管口径（２桁の数字）を図形で表示する。

届出に基づき、署所の指令端末から情報を入力すること。
住宅地図に怪煙行為実施時間のみマーク表示する。

災害指令時に災害点から、半径２５０ｍ以内の最大５件の情報を指令時に車載指令端末で受信表示する。

署 所 指 令 端 末 装 置 取 扱 指 令 情 報 の 運 用 及 び 情 報 概 要

署所は管轄の水利に変更等があった場合は、随時消防情報管理システムの水利情報を訂正入力すること。

災害指令時に災害点から、半径２５０ｍ以内の最大２０件の情報を指令時に車載指令端末で受信表示する。

情 報 表 示 及 び デ ー タ 入 力 ・ 更 新 等 の 要 領

届出情報（断水消火栓） 届出に基づき、署所の消防情報管理システムから随時情報を入力すること。
住宅地図に断水時間のみ消火栓に×マークが表示する。

救急隊の車載指令端末装置からの病院情報検索要求により、指令センターから自動受信表示する。

告示医療機関診療状況情報



表　　　示　　　項　　　目 図記号

　地下単口消火栓（簡易表示） ○

　地下双口消火栓（簡易表示） ●

　地下単口消火栓

　地下双口消火栓

　防火対象物

　危険物

　在宅要介護高齢者世帯

　断水 ×

　道路工事

　煙火等

赤

青

別表第２１

赤・青文字

赤・青文字

赤・青文字

赤

図　　　記　　号　　一　　覧　　表

表　　　　示　　　　内　　　　容　　　　等 表示色

青　５０ｍスケールの住宅地図に地下単口消火栓を表示

赤

青

青

　断水消火栓を表示

　道路工事の場所を表示

　煙火等揚煙行為の場所を表示

　防火対象物台帳情報の登録場所を表示

　危険物台帳情報の登録場所を表示

　在宅要介護高齢者世帯台帳情報の登録場所を表示

　５０ｍスケールの住宅地図に地下双口消火栓を表示

　１５ｍスケール以上の住宅地図に地下単口消火栓を表示
（記号の中の数字は配管口径を略式表示）

　１５ｍスケール以上の住宅地図に地下双口消火栓を表示
（記号の中の数字は配管口径を略式表示）



                                                 別表第２２ 
指 令 シ ス テ ム 障 害 発 生 時 の 指 令 運 用 

１ 指令電話による災害出場指令等 

時    間 ７時００分～１８時００分 １８時００分～７時００分 

災害出場規模 有線指令範囲 指令トーン 有線指令範囲 指令トーン 

指定・特命出場 
管轄署管内 

災害トーン 
管轄署管内 

災害トーン 
群別指令 群別指令 

調査出場 群別指令 調査トーン 群別指令 調査トーン 

特殊火災を除く第１出場 
全署所 

災害トーン 

管轄署管内 

＋ 災害トーン 
一斉指令 複数群指令 

特殊火災、第２出場以上及び 
石油コンビナート第１出場以上 

全署所 
災害トーン 

全署所 
災害トーン 

一斉指令 一斉指令 

救急出場 

出場署所 
救急トーン 

出場署所 
救急トーン 

個別指令 個別指令 

出場署所 
ＰＡ連携トーン 

出場署所 
ＰＡ連携トーン 

個別指令 個別指令 
注 １ 自動車専用道路等の救急出場で消防隊が同時出場する場合は、管轄署管内の群指令とする。 

  ２ その他 

   (１)災害情報 

       災害情報等の連絡報は、各災害の指令範囲に通知トーンで送信する。 

   (２)救急告示医療機関診療科目及びベッド状況の変更 

  ア ７時００分から１８時００分までの間は、救急一斉通報で送信する。 

  イ １８時００分から７時００分までの間は、救急無線で連絡する。 

   (３) 気象報等 

    ア ７時００分から１８時００分までの間は、一斉通報で送信する。 

    イ １８時００分から７時００分までは、警備上、必要と判断するもの以外は送信しない。 



第１号様式
消防局無線従事者台帳

■総合無線通信士━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■陸上────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
■第１級総合無線通信士 ■第２級総合無線通信士 ■第３級総合無線通信士 ■第１級陸上無線技術士 ■第２級陸上無線技術士 ■第１級陸上特殊無線技士

職場
コー

部・署 課 氏名 カナ 職員区分 職員番号
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日

1/3



第１号様式
消防局無線従事者台帳

職場
コー

部・署 課 氏名 カナ 職員区分 職員番号

■陸上────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────■航空━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■海上─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
■第２級陸上特殊無線技士 ■第３級陸上特殊無線技士 ■主任無線従事者（陸上） ■航空無線通信士 ■航空特殊無線技士 ■第１級海上無線通信士
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

修了番号 講習年月日
経過
年数

有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日

2/3



第１号様式
消防局無線従事者台帳

職場
コー

部・署 課 氏名 カナ 職員区分 職員番号

■海上─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
■第２級海上無線通信士 ■第３級海上無線通信士 ■第４級海上無線通信士 ■第１級海上特殊無線技士 ■第２級海上特殊無線技士 ■第３級海上特殊無線技士 ■レーダー級海上特殊無線技士
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日
有資
格者

免許番号 免許の年月日

3/3



第２号様式

（西暦）年

月

日 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

曜日 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

１日の延べ通信時間又は回数

無

有
※詳細別紙

良好

不良
※詳細別紙

該当なし

測定有り
※詳細別紙

指示なし

指示有り
※詳細別紙

違反なし

違反有り
※詳細別紙

なし

有
※詳細別紙

免許人

無線従事者

無線局

項目

川崎市長

その他参考となる事項

非常の場合の無線通信の実施状況

空電、混信、受信感度の減退等の通信
状況

発射電波の周波数の偏差を測定したと
きは、その結果及び許容偏差を超える
偏差があるときは、その措置の内容

電波の規制について指示を受けたとき
は、その事実及び措置の内容

電波法令に違反して運用した無線局を
認めたときは、その事実

無線業務日誌

川崎市消防通信規程第１４条により選任された無線従事者のうち該当日に勤務した者

川崎市消防通信規程運用要綱の別表第１０、別表第１１に指定する無線局のうち、設置場所が次に属する無線局（航空局、船舶局）が該当する。

24時間（８時３０分～翌８時３０分）

　　臨港消防署　　消防局



第２号様式(2)

　　年　　月　　日

項目 特記事項

非常の場合の無線通信の実施状況

空電、混信、受信感度の減退等の通信
状況

発射電波の周波数の偏差を測定したと
きは、その結果及び許容偏差を超える
偏差があるときは、その措置の内容

電波の規制について指示を受けたとき
は、その事実及び措置の内容

電波法令に違反して運用した無線局を
認めたときは、その事実

その他参考となる事項

無線業務日誌（別紙）


